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《2025 年 1-3 月期の FDI 認可額（推定値）は前年同期比 34.7％増へ回復》 

ベトナムの 2025年 1－3月期の FDI（Foreign Direct Investmentの略で海外資本のベトナム国内へ

の直接投資を意味する）の実行額（推定値、以下同様）は前年同期比 7.2％増の 49.6億ドルとなり、2024

年 10－12月期の同 10.3％からやや減速した。実行額の先行指標である認可額は、同 34.7％増の 109.8

億ドルと、2024 年 10－12 月期の同 21.8％減から回復している。振れ幅が大きい点には注意が必要だ

が、2023 年 10－12 月期の同 86.3％増をピークに続いていた前年同期比増減率の後退も、一旦は停止

した格好だ。世界のサプライチェーンにあって、ベトナムの魅力は依然として高い水準を維持している

ようである。 

 

《混迷するアメリカの関税政策》 

米国のトランプ政権は、貿易不均衡の是正などを目的として、別途関税が適用されている中国などの

一部を除いた国からの輸入品（自動車と自動車部品を除く）に対して一律 10％の輸入関税を導入した。

なお、併せて導入が予定されていた相互関税は 90日間の猶予期間が設定された。ベトナムに対しては、

他の新興国に比べて大幅に高い 46％の関税適用が発表されていた。 

仮に 46％の関税が適用されれば、ベトナムの対米輸出製品の生産拠点としての魅力は大きく後退す

ることになる。ベトナムの現地企業が強みを発揮してきた軽工業製品（衣料品や雑貨など）や水産加工

品は他の新興国にシェアを奪われ、エレクトロニクス製品を中心とした外資系企業は生産や投資を減ら

す可能性がある。2025 年 1－3 月期に復調が確認された FDI 認可額の先行きも不透明になる点には注

意が必要だ。一方、導入間際での延期が示す通り、相互関税については交渉の余地はあるようだ。イン

ドネシアが正式に BRICS（中国やロシアが中心となっている国際組織）へ加盟したほか、マレーシアや

タイも加盟申請済みであるなど、東南アジアにおける米国のプレゼンスは低下している。ベトナムの地

政学上の存在感が高まっていることは大きな交渉材料になるだろう。 
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図表1 FDI実行額と認可額の推移

実行額 認可額

百万ドル

出所 各種資料をもとに当社作成

注 Q1は1ｰ3月期、Q2は4‐6月期、Q3は7‐9月期、Q4は10－12月期を表している
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図表2 FDI実行額と認可額の前年同期比推移

実行額

認可額

出所 各種資料をもとに当社作成

注 Q1は1ｰ3月期、Q2は4‐6月期、Q3は7‐9月期、Q4は10－12月期を表している


